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教 科 数 学 科 学 年 第１学年 担当者 赤木 信也，鈴木 彩 

［教科目標］ 

小学校からのスムーズな移行をはかり、基礎・基本的な問題を解くことができる。 

自ら課題を見つけ、論理的な考え方を用いて問題解決をはかる力をつける。 

［使用教科書・教材等］ 

 教科書 ： 東京書籍  新しい数学１ 

 ワーク ： 正進社   数学の学習ノート 1年 

［学習計画］ 

学期   単 元 名         学 習 の ね ら い （身につけたい力） 準備物 

 

 

１ 

 

学 

 

期 

（１）算数から数学へ ○式の書き方や数の表し方の違い等を理解し、算数から数学へスムーズに移行することができる。 

教科書 

ノート 

ワーク 

ファイル 

（２）正の数、負の数 

 

 

○正の数と負の数について，具体的な場面での活動を通して理解し，その四則の計算ができるようにする。 

・正の数，負の数の必要性に気づき，正の数，負の数の性質や関係を調べることができるようにする。 

・正の数，負の数の四則計算の意味を理解し，簡単な計算ができるようにする。 

（３）文字の式 ○文字を用いて関係や法則を式に表現したり，式の意味をよみとったりできるようにするとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。 

・文字を用いることの意義を理解し，数量の関係や法則を式に表現したり，式の意味をよみとったりすることができるようにする。 

・文字を用いた式における乗法，除法の表し方を知り，式を簡潔に表現することができるようにする。 

・簡単な１次式の加法と減法の計算や数と１次式の乗法・除法の計算ができるようにする。 

 

 

２ 

 

学 

 

期 

（４）方程式 

 

 

○方程式について理解し，それを用いることができるようにする。 

・方程式およびそのなかの文字や解の意味を調べることができるようにする。 

・等式の性質を見いだし，それにもとづいて方程式を変形して解くことができるようにする。 

・方程式を利用して，問題を解決することができるようにする。 
教科書 

ノート 

ワーク 

ファイル 

定規 

コンパス 

（５）比例と反比例 

 

 

 

○具体的な事象のなかにある２つの数量の変化や対応を調べることを通して，比例，反比例の関係を見いだし，表現し， 

考察することができるようにする。 

・比例，反比例の意味を理解し，事象のなかにある比例，反比例の関係を見いだすことができるようにする。 

・表，式，グラフを用いて，比例，反比例を表したり，その特徴を調べることができるようにする。 

・具体的な事象の考察に，比例，反比例の見方や考え方を活用することができるようにする。 

（６）平面図形 

 

○平面図形についての理解を深めることができるようにするとともに，基本的な図形を，見通しをもって作図することができるようにする。 

・角の二等分線などの基本的な作図の方法を理解し，作図することができるようにする。 

・平行移動・対称移動・・回転移動について理解し、２つの図形について調べることができるようにする 

 

 

３ 

 

学 

 

期 

（７）空間図形 

 

 

 

 

○図形を観察，操作や実験を通して考察し，空間図形についての理解を深めることができるようにする。 

・空間における直線や平面の位置関係を調べることができるようにする。 

・空間図形を直線や平面の運動によって構成されていると見ることができるようにする。 

・空間図形を平面上に見取図や展開図を用いて表現することができるようにする。 

・おうぎ形の弧の長さと面積や基本的な柱体，錐体、球の表面積と体積を求めることができるようにする 

教科書 

ノート 

ワーク 

ファイル 

定規 

（８）資料の分析と活用 ○目的に応じて資料を収集し、グラフに整理するなどして、代表値や試料の散らばりに着目してその資料の傾向が読みとれるようにする。 

・度数の散らばり具合を度数分布表、ヒストグラム、度数折れ線を用いて表すことができる。 

・平均値、中央値、最頻値について理解し、求めることができる。 

・近似値、有効数字について理解し、求めることができる。 

［評価の観点と評価の方法］（通知表のつけ方） 

評価の観点 数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 
数量や図形などについての 

知識・理解     

評価の観点の 

趣旨 

○数学の学習に興味や関心を持

ち、意欲的に学習に取り組もうと

する態度。 

○自ら進んで問題を解決しよう

とする態度。 

○物事を数理的にとらえ、論理的

に解決する力。 

○問題を解決するために筋道立

てて考えることができる。 

○数学的な表現・技能を習得し処

理することができる力。 

○数学の基礎的な概念や定義・定

理を理解しているかどうか。 

評価の方法 
○持ち物・宿題・提出物 

○授業中の態度 など 

○定期テスト部分点 

○学習の様子 など 

○定期テスト部分点 

○学習の様子 など 

○定期テスト部分点 

○学習の様子 など 

［授業の受け方・学習のポイント］（担当の先生からのアドバイス） 

１ 授業で大切にすること 

 ① 説明や仲間の意見をしっかりと聴く。 

 ② 授業を大切にする。（私語をせず、集中して授業に参加する。） 

 ③ 繰り返し問題を解いて、知識・解法を身に付ける。 

２ ノートの活用 

  ノートに写す（書く）ときは、考えながら写す。黒板に書いてなくても、先生の言った言葉や、わかったこと、感じたことなども書く。 

［家庭学習の進め方・学習のポイント］（担当の先生からのアドバイス） 

・予習、復習をしっかりと行うこと 

 ①その日に学習した内容を必ず復習する。（学習した内容の問題を再度解く） 

 ②その日に出た宿題は、必ずその日にやりきる。 

 ③次の学習内容を予習し、わからない所を明らかにしてから授業に臨む。 

 


